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稲の小粒菌接病の被害が顕著となるのは一般
に出穂以後であるが7乃至8月頃既に寄主体に
侵入している事が最近一般に認められて来た。
しかし本病菌の侵入時期に関する実験結果をあ
まり見受け主主いので筆者等が昭和21年に行った
実験結果を報告する。
1.実験材斜及び方法 ウスプルンで殺菌
した水稲愛媛紳カを 5月14日に播麗6月29日K
5万分の1ポットに一本植えとして2株づっ移
植し、 7月20自に硫酸アシモ=ア、温燐酸石次
硫酸加里を N，P2 05， K20 e.して各k反当2
貫づっ施用した。供用土壌は総て殺菌した。殺
菌楢藁に本病原菌を純梓埼養し、菌巌を形成さ
せやや乾燥させて菌援のみを脆落させ、 1ホ・ッ
トに O.lgmの菌接垂水面に浮散させて接種し
た。乙の接績用菌接は接種の度毎に新しく培養
形成させたもので、常に新鮮な接蹟原を使用す
るようにした。供試菌株は1945年岡山豚児島郡
庄内村にて採集したものである。接滋時期は播
積当時の5月14日、移植当時の6月29目、 7月
22目、 8月29日、 9月14日、 10月15日の6回で
ある。各区共25ポットを供用した。
2.調査方法及び結果 憶病程度により 7
階級に区分した、階級区分の規準は弐の如〈で
ある。
(0)全く病徴を認めないもの。
(1)枯F喋鞘に病徴あるもの。
(2)生葉鞘に病徴あるもの。
(3)稗の病徴を認め得るもの。
(4)稗の病後甚だしきも未だ薗接を形成して
いないもの。
(5)稗の内部に迄菌糸が蔓延し、菌接.を形成
しはじめているもの。
(6)多数の菌援を形成し稗は軟弱になってい
るもの。
11月6日乃至7日に地際よ b刈取り直ちに調
奈した。調査係数は・各区共同株5∞茎以上であ
る。各階棋に属する茎数は第1衰の如くであ
第 1 表
各機病階級に属する被害茎本数
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る。実際問題左して、牧量に影響するのは憶病
程度3以上の階扱に属するものと思われる。そ
れで3以上に属する『ものの本数を各区毎に総
計して表示すれば第2表及び第1図の如くであ
る。
第 2表接鐙時期と植病階扱3弘主に
属する茎本数との関係
按種明 I~室長 |産相鰐21間
22 本 本 s.a7 h 594 本5月H日 19 
。月29日 126 118 23.5 民6
7月22日 198 19] 38.2 519 
8月29日 82 31 (1;3 11 
9月14日 4 4 0.8 530 
10月15日 1 1 0.2 582 
無接種 1 0.2 556 
播種当時5月14自に接種した区は僅かLか植
病していなく、階扱3tr:属するものが却茎、階
級4が2茎であって、階級 5.6に属するもの
は全く無かった。移植当時6月29日緩慢区では
可成り植病してをり階級3以上に属する茎散の
割合は126/536であった。 7月22日接種区が最
も多〈且つひどく椴病していて、階級3臥上の
割合は 198/5t9であった。 8月2-日接種区の擢
病歩合は念:激に低下し、階級6tr:属するものは
1本もなかワた。 9月14日以後の接種区は踏ん
ど椴病じていなかった。以上本実肢の結果では
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第1図接種時期と櫨病茎本数との関係
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帽の小粒菌接病は主とLて7月前後に侵入し 9
月以後は殆んど侵害しない。たとへ侵害しても
牧量に影響を及ぼす程には到らないものと思わ
れる@
3.考察 Tu1is(4)は本病菌は6月頃
より侵入を開始し、以後該菌の持育に不適当な
き撃さが来る迄侵入を継続するといっているが、
本実験結果によれば7月中に接種した区が最も
感染歩合高〈且つ被害程度も高かった。 8月以
後に接種した区に於ては感染歩合は念激に低下
し、.且つ櫨病してもその被害程度はあまりひど
くたかった。また7月以前に接種した区に於て
も、教穫当時に葉鞘侵入にのみとどまれ主稗
にまで到達していないものが多数あった。 ζの
事は本病菌の進展が非常に緩慢である事を物語
っているのではあるまいか。 Young(1I)は小粒
菌接病は幼苗には見られないといっている。
Tisdale仰は本病菌は最初枯死した葉鞘に腐生
的に侵入し、それか色生きた主稗に侵入すると
(76) -3(1ー
報告している。両氏に従えば6月以前の幼首期
に接種した区K発病の少たかった事はー醸首
肯問来る。然しながら遠藤仰によれぽ本苗の
生存期聞は可成り長いものであるから幼首期
に接種した場合接種後置ちに侵害した〈ても
7月以後に到って発病しさうなものである。
或は幼首期に接種された菌援は水商に浮世宇し
て発芽はするが寄主体に侵入間来歩死誠して
了うとも考えられるが、若しさうだとすれば
本病の胞子によるこ失傷染は②まり考へられ
ないから、自然扶態に於ける大発生の罷明が
困難である。更に播種当時に接種した場合侵
害される機会が少いばかりでなく被害のひど
いもの、 gpち階叡5.6K属するものが皆無で
あった事も理解出来たい。
8月以後は蒸散烈しく 1日に数回潜水した
が、それでも水位は可成り大きく獲動した。
本菌の侵入部位は大体水際であるから、 7.k位
が短時間中に可成り鑓動した事が感染歩合低
下の1原因とも考えられる。 Reyesゅは多漁
窒素温用、草野植、雑草等は本病にかかりやす
〈する事を指摘している。夏期晴天の時はガ
ラス室内に置いたポット植えと買い圃場とで
は水面上の空気練度に大きた差異がある。そ
れ故本実験結果では8月以後の感染歩合は激減
しているが自然般態に於てはもっと多く侵害さ
れるかも知れたい。
本研究は文部省補助金によったものである。
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